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○
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
抄
）

（
教
育
職
員
に
関
す
る
読
替
え
）

第
五
条

教
育
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
五
十
八
条
第
三
項
本
文
中
「
第
二
条
、
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
官
公
署
の
事
業
（
別
表
第

一
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
業
」
と
、
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
務
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
害
し
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の

と
し
、
同
法
第
二
条
、
」
と
、
「
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
、
第
三
十
七
条
」
と
、
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
（
船
員
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
八
十
八
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
と
、
「
規
定
は
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
（
船
員
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
中
同
法
第
六
十
六
条
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
は
」
と
、
同
条

第
四
項
中
「
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
中
「
使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
者
が
」
と
、
同
法
」
と
あ

る
の
は
「
同
法
」
と
読
み
替
え
て
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
る
勤
務
等
）

第
六
条

教
育
職
員
（
管
理
職
手
当
を
受
け
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
正
規
の
勤
務
時
間
（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
相
当
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
を
い
う
。
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
勤
務
さ
せ
る
場
合
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

○
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
等
）

第
五
十
八
条

（
略
）
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２

（
略
）

３

労
働
基
準
法
第
二
条
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
三
か
ら
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
、
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
及

び
第
三
項
、
第
三
十
八
条
の
三
、
第
三
十
八
条
の
四
、
第
三
十
九
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
四
十
一
条
の
二
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で
並
び
に

第
百
二
条
の
規
定
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
及
び
第
九
十
二
条
の
規
定
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
六
条
中
労
働
基
準
法
第
二

条
に
関
す
る
部
分
、
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
中
勤
務
条
件
に
関
す
る
部
分
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
八
十
九
条
か
ら
第
百
条
ま
で
、
第
百
二
条
及
び
第
百
八
条

中
勤
務
条
件
に
関
す
る
部
分
の
規
定
並
び
に
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
は
、

職
員
に
関
し
て
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法
第
百
二
条
の
規
定
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
九
十
二
条
の
規
定
、
船
員
法
第
三
十
七
条
及
び
第
百
八
条
中
勤
務

条
件
に
関
す
る
部
分
の
規
定
並
び
に
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
は
、
地
方
公

共
団
体
の
行
う
労
働
基
準
法
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
従
事
す
る
職
員
に
、
同
法
第
七
十
五
条
か

ら
第
八
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
職
員
に
関
し
て
は
適
用
す
る
。

４
・
５

（
略
）

○
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
抄
）

第
三
十
二
条
の
三
の
二

使
用
者
が
、
清
算
期
間
が
一
箇
月
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
き
の
当
該
清
算
期
間
中
の
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
さ
せ
た
期
間
が
当

該
清
算
期
間
よ
り
短
い
労
働
者
に
つ
い
て
、
当
該
労
働
さ
せ
た
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
た

時
間
（
第
三
十
三
条
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
七
条
の
規
定

の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
四

使
用
者
は
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
第
三
十
二
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
協
定
で
第
二
号
の
対
象
期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
十
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
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お
い
て
、
当
該
協
定
（
次
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
定
め
を
含
む
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
さ
れ
た
週
に
お
い
て
同
条

第
一
項
の
労
働
時
間
又
は
特
定
さ
れ
た
日
に
お
い
て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を
超
え
て
、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
労
働
者
の
範
囲

二

対
象
期
間
（
そ
の
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
十
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
期
間
を
い
い
、
一
箇
月
を
超
え
一
年

以
内
の
期
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

三

特
定
期
間
（
対
象
期
間
中
の
特
に
業
務
が
繁
忙
な
期
間
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

四

対
象
期
間
に
お
け
る
労
働
日
及
び
当
該
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間
（
対
象
期
間
を
一
箇
月
以
上
の
期
間
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
区
分
に
よ
る
各
期
間
の
う
ち
当
該
対
象
期
間
の
初
日
の
属
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
最
初
の
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
労
働
日
及
び
当
該
労

働
日
ご
と
の
労
働
時
間
並
び
に
当
該
最
初
の
期
間
を
除
く
各
期
間
に
お
け
る
労
働
日
数
及
び
総
労
働
時
間
）

五

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

②

使
用
者
は
、
前
項
の
協
定
で
同
項
第
四
号
の
区
分
を
し
当
該
区
分
に
よ
る
各
期
間
の
う
ち
最
初
の
期
間
を
除
く
各
期
間
に
お
け
る
労
働
日
数
及
び
総
労
働
時
間
を

定
め
た
と
き
は
、
当
該
各
期
間
の
初
日
の
少
な
く
と
も
三
十
日
前
に
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の

労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
労
働
日
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
各
期
間
に
お
け
る
労
働
日
及
び
当
該
総
労
働
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
各
期
間

に
お
け
る
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

厚
生
労
働
大
臣
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
、
対
象
期
間
に
お
け
る
労
働
日
数
の
限
度
並
び
に
一
日
及
び
一
週
間
の
労
働
時
間

の
限
度
並
び
に
対
象
期
間
（
第
一
項
の
協
定
で
特
定
期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
除
く
。
）
及
び
同
項
の
協
定
で
特
定
期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
た
期
間
に
お
け

る
連
続
し
て
労
働
さ
せ
る
日
数
の
限
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

（
略
）

第
三
十
二
条
の
四
の
二

使
用
者
が
、
対
象
期
間
中
の
前
条
の
規
定
に
よ
り
労
働
さ
せ
た
期
間
が
当
該
対
象
期
間
よ
り
短
い
労
働
者
に
つ
い
て
、
当
該
労
働
さ
せ
た
期

間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三
十
三
条
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
延

長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
十
二
条
の
五

使
用
者
は
、
日
ご
と
の
業
務
に
著
し
い
繁
閑
の
差
が
生
ず
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
、
こ
れ
を
予
測
し
た
上
で
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も

の
に
よ
り
各
日
の
労
働
時
間
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
で
あ
つ
て
、
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
数
が
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
数
未
満
の
も
の
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の

労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
が
あ
る
と
き
は
、
第
三

十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
日
に
つ
い
て
十
時
間
ま
で
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

使
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
に
労
働
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
労
働
さ
せ
る
一
週
間
の
各
日
の

労
働
時
間
を
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
労
働
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
災
害
等
に
よ
る
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
の
時
間
外
労
働
等
）

第
三
十
三
条

（
略
）

②

（
略
）

③

公
務
の
た
め
に
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
官
公
署
の
事
業
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
に
従
事
す

る
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
条
の
労
働
時
間
を
延
長
し
、
又
は
第
三
十
五
条
の
休
日
に
労
働
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
抄
）

（
審
議
会
等
）

第
八
条

第
三
条
の
国
の
行
政
機
関
に
は
、
法
律
の
定
め
る
所
掌
事
務
の
範
囲
内
で
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
重
要
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
、

不
服
審
査
そ
の
他
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
合
議
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
な
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。


